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営繕積算システムRIBC2の主な変更点（Ver.8.10から Ver.9.00） 
 

【標準単価作成システム】 

１． 単価表の印刷の機能拡張 

１） マトリクス表 

「マトリクス表」に「表紙」「裏表紙」の印刷機能を追加し、「表紙」「裏表紙」「目次」「マトリクス表」を

まとめて印刷及び PDF出力できるようにしました。 

加えて、「透かし文字」（例：取り扱い注意）も印字できるようにしました。 
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２） 多地区印刷 

「多地区印刷」用の「目次」印刷機能を追加し、「目次」と「多地区印刷」をまとめて印刷できるよう

にしました。 

 

 

 

 

２． ツリーの表示位置設定及び細目検索タブの統合 

「ツリー」の表示位置や表示非表示の設定をできるようにしました。 

加えて、「ツリー表示」タブと「細目検索」タブを統合しました。 
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【内訳書作成システム】 

３． 内訳書の経年変化確認機能 

時期の違う単価に入れ替えをおこなった際に、その差を確認できる機能を追加しました。 

（Ver.7 にあった「スライド内訳書作成」機能を、「内訳書の経年比較を確認」機能として復活させ

ました。） 

 

 

 

４． 行挿入（スリーブ費等）の集計機能の拡張 

「スリーブ費・開口切断費等」の集計機能を利用して、細目別内訳書又は別紙明細書で集計し

た工事費を、「共通費積み上げ等」の「共通仮設費明細書」等に行挿入して工事費を計上できるよ

うにしました。 
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５． 歩掛りコピーの拡張 

代価表見出し画面で、行挿入画面の[単価表行の歩掛り構成内容を確認]画面で表示した歩

掛りを代価表として登録できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

確定ボタンを押すと、 

歩掛り挿入モードに切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確定ボタンを押すと、歩掛り挿入モードに切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

5 

 

６． 見積比較ファイルの比較処理の見直し及び追加 

１） 製造業者又は専門工事業者の見積価格等の平均処理の見直し 

見積価格を平均処理する際、Ver.8.10 までは物価資料の掲載価格の平均処理の端数処

理を準用していましたが、下記の「最安値」の場合と同様の端数処理に見直しをしました。 

【参考】『公共建築工事積算基準等資料（平成 31 年版） - 国土交通省』より』 

 

 

２） 物価資料の掲載価格の比較処理に「最低値」を追加 

物価資料の掲載価格の「平均値」の処理に加えて、「最低値」を採用する機能を追加しました。 

【参考】『公共建築工事積算基準等資料（令和元年 6 月） - 文部科学省』より』 
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７． [標準単価ファイルの自動検索]機能時に単価の入れ替え機能を追加 

内訳書ファイルで参照している標準単価ファイルAを標準単価ファイルBに変更した場合、内訳

書ファイルの単価を標準単価ファイル Bの単価に入れ替える必要があるため、[単価表行の単価を

一括で入れ替え]処理を追加しました。 

 

<別の標準単価ファイルに変更した場合>     <標準単価ファイルの参照先のみ変更する場合> 
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８． 内訳書作成システムに、単価登録システムを統合 

別途提供していた単価登録システムの提供廃止に伴い、その機能を内訳書作成システム

に統合しました。

 

 

 

 

 

 

 

９． 見積分類の文字数を拡張 

見積分類の文字数を全角５文字から全角８文字まで入力できるようにしました。 

 

Ver.8 全角５文字まで 

 

Ver.9 全角８文字に拡張 

 

  



 

8 

 

【標準単価作成システム】【内訳書作成システム】 

１０． 官庁営繕関係の「統一基準」「技術基準」等のＰＤＦファイルを同梱 

 [ヘルプ]メニューから、国土交通省大臣官房官庁営繕部がHPで公開している、官庁営繕関係

の「統一基準・技術基準」の各種 PDF ファイルを参照できるようにしました。 
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１１． HP の℮ラーニングをリンク 

[ヘルプ]メニューから、HPの「ｅラーニング」を参照できるようにしました。 

注：「ｅラーニング」を参照するためには、パソコンがインターネットに接続されている必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

１２． マニュアルの変更（「操作マニュアル」→「リファレンスマニュアル」） 

Ver.8 までは、機能説明と操作説明を 1 つのマニュアルにまとめて「操作マニュアル」として整理

していましたが、Ver.9 からは、機能説明を「リファレンスマニュアル」として整理して、操作説明はマ

ニュアルを動画に変更して「ｅラーニング」で確認できるようにしました。 


